
第六十四回高等部卒業証書授与式式辞 

 

 菜の花の黄色いじゅうたんが広がるこの佳き日に、Ｐ

ＴＡ会長 外川珠世 様をはじめ御来賓の皆様に御臨席を

賜り、第六十四回埼玉県立特別支援学校坂戸ろう学園高

等部卒業証書授与式を挙行できますことに感謝申し上げ

ます。 

 四名の卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。

また、保護者の皆様、お子様の御卒業、誠におめでとう

ございます。今日までお子様を深い愛情で育んでこられ

たことに敬意を表するとともに、本校の教育活動に御理

解御協力をいただきましたこと、改めて心より御礼申し

上げます。 

 卒業生の皆さんとは四年前に出会い、四年間の様子を

見ての感想は、素直で、優しくて、仲の良い学年でし

た。高等部生活を振り返ると、様々な場面で活躍してい

た姿が思い出されます。目標に向かって努力する姿、勝

ちにこだわる姿、仲間を大切にする姿を目にし、「坂戸ろ

うらしさ」を実感できました。皆さんが残した功績は素

晴らしいものがあります。全国高校生手話パフォーマン

ス甲子園での優勝・準優勝、全国聾学校卓球大会での50

年ぶりの団体戦優勝、俳句コンクールでの入賞、私のお

気に入りの句は、豊島さんの作品です。「ふるさとのむか

しむかしの秋深し」、全てが坂戸ろう学園の知名度アップ



につながっています。 

 ６月に「社会福祉基礎」の授業で、ウエルシア薬局の

オレンジカフェに参加したことを覚えていますか。地域

の高齢者に手話を教えた時に、「他に覚えたい手話はあり

ますか？」と質問したところ「助けてってどうやる

の？」と答えが返ってきました。動けなくなった時、声

が出ない時、助けてって言いたいから・・・・・なるほ

ど、生きる上で一番大切な言葉だと思いました。「助けて

ください」「アドバイスをお願いします」「教えてくださ

い」と、自分から周囲に支援をお願いすることはできま

すか？問題を抱え込み、どうすることもできなくなって

から「助けて！」と言っても、言われた方は困ってしま

うのです。大切なことは、「今の自分にできることは何

か」、先のことを考えて、見通しを持って行動することで

す。周囲の人は、皆さんを通して手話を覚えたいと思っ

ている人がたくさんいます。ぜひ、周囲の人とコミュニ

ケーションをこまめに取る大切さを覚えておいてくださ

い。 

 結びに、皆さんの健康とこれからのますますの活躍を

心から祈念し、校長の式辞といたします。 
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